
 

 

初めに 

この支援部ネットでは、支援教育に関する情報や校内での取り組みなどをお伝えしていきます。 今回は、１年

生で３週に渡り取り組んだ LGBTQに関する人権学習についてご紹介します。ぜひご一読ください。 

 

多様性 

  １週めの前半は１２月に行った人権学習で学んだ「多様性」について再度、確認しました。 

〇人権が守られる「すべての人」は、外見や性格、考え方などなど、１人ひとり異なる特徴・特性を持っており、 

だれ１人として同じ人はいない。 

〇「ちがい」は「まちがい」ではなく、「個性」であり「その人らしさ」。 

〇「ちがい」をなくそうとするのではなく、「ちがう」ことを自覚することが大事。 

〇相手を知り、「ちがい」を認め合うことが大事。 

〇自分が変わり、自分たちが変わる。 

 

性の多様性 

１週めの後半は性のあり方も多様であることを学びました。「男

性」と「女性」の２つに分けて考えがちだが、現実には明確に分ける

ことができないもので、「両方」や「どちらでもない」などもあり、１

人ひとり異なるもの。 

ツートンではなくグラデーション。 

「性のものさし」で自分はどうかも考えてみました。 

 

性のとらえ方とステレオタイプ 

 「女らしさ」「男らしさ」のイメージを考え、クラスメイトと意見を出し合って考えを共有しました。私たちの多くが自

覚しないうちに性についてのステレオタイプを持っていることに気づきました。 

一方、生徒たちの中には、例えば「女らしさ」のイメージにはメイクをしている、と書こうとし、「いや、男の人でもメ

イクしてる人いてるな」といったことに気づく生徒もいました。 

 

井上鈴佳さんによる講演 

２週めは、ご自身がレズビアンの井上鈴佳さんにご来校いただき、お話を聞かせていただきました。元養護教諭

であるということで、お話の前には、今日はここが保健室だと思ってください、というお声掛けをいただきました。 
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前半は、パートナーのそらさんを主人公にした紙芝居を見せていただきました。心の中に大きなそらくんと小さな

そらちゃんがいるというそらさんが井上さんと出会い、世界が変わった、というお話でした。 

後半は、そらさんが今困っていることとして、「トイレ問題」についてワークショップを行いました。 

 講演の最後には、LGBTQ の味方、Ally（アライ）についてもお話しいただきました。もし LGBTQ であることを教

えてくれたなら、それはあなたを信じているから。それを勝手に他人にばらさないで、というアドバイスをいただきま

した。 

 

トイレ問題 

 井上さんのパートナーでトランスジェンダーのそらさんは、生まれたての性は女性、心の性は１日の内でも男性の

ときと女性のときがあり、性別表現は「男性的」だそうです。困るのが外出時のトイレ。女性用のトイレに入ると「男

性が入っている」となる、男性用トイレに入ると身体は女性なので捕まってしまう、多目的トイレに入ると「なぜあな

たが使っているの？」となってしまう。そらさんが泣かずにトイレから出てくるには、どうしたらいいか、生徒の皆で考

えてアドバイスをください、というものでした。 

 生徒からは「個室にダッシュで入る」「ヘルプマークをつける」「おむつをつける」「トイレを我慢する」「男女共用ト

イレを作って（サインをつけて）と市役所に言いに行く」「コンビニのトイレ（男女共用）に入る」「説明できるよう、ド

アのところで誰かに立ってもらって多目的トイレに入る」「誰かと一緒にトイレに入る」などがありました。 

実際は井上さんが一緒にトイレに入ることを実践しているそうで、この意見がどのクラスからも出たことに感心さ

れていました。また、コンビニのトイレも安心して入れるトイレだということでした。 

 

事後学習 

 

 最終週は、学習したことをクラスでまとめました。生徒

たちからは、これまで意識せず人を傷つけてしまうよう

なことを言っていたかも知れない、これからは気をつけ

ていこうと思う、といった声が聞かれました。「ちがい」

を認め、だれもが自由に、幸せに生きる権利が守られる

べきだという人権感覚を持って、発言や行動をすること

で、すべての人が自分らしく生きることのできる社会を

みんなでつくっていきたいと思います。 

 

  


